
着地型観光と地域



私について

 1993/7/23生まれ 28歳

 東京都立川市出身

 伊達市との出会いは2014年

 伊達市地域おこし支援員3年 復興支援員1年

 現在は伊達市役所 協働まちづくり課

 趣味：ツーリング 読書 ピアノ 料理

 西武学園文理高等学校 理数科→普通科卒業

 成蹊大学法学部法律学科卒業
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 若手の担い手不足

 超高齢社会

 荒れていく田畑

 やらされ感の強い自治会

 行政から増える負担

 働く場所の不足、賃金の低下

 獣害、荒れていく山林に林道

 社会教育の機会喪失

 etc…
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この辺を何とかしたい



 旅行者を受け入れる地域が観光商品の開発、運営、情報発信
などを行うこと

⇔発地型観光

 実は1990年代には誕生していた考え方

 有名な観光地を訪れるよりも体験を重視する

 それぞれの地域ごとに差別化が可能。地域に合った形でプロ
デュース。

4



え、メリットしか
ないんですか？

メリット

・集団観光と違い個人がルートを決められる。

・地域ごとに差別化しやすい。

・有名観光地でなくても体験などで売りやすい。

デメリット

・地域の理解をきちんと得たうえでやらないと反感を
買いやすい。

・消費者に飽きられないような工夫が必要。

・インフラの整備ができていないと難しい

そんなわけないじゃないですか。問題点ももちろんあります。 5



伊達市の場合

 伊達市の取り組み

・歴史・アニメツーリズム

Cf農業体験（新規就農者支援）

 復興支援員の取り組み

・グリーンツーリズム

・サイクルツーリズム
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 若手の担い手不足 ・主体的にプログラムを運営（生業づくり）

 超高齢社会

 荒れていく田畑 ・耕作放棄地を体験農園に

 やらされ感の強い自治会 ・自分で稼ぐ充実感

 行政から増える負担

 働く場所の不足、賃金の低下 ・雇用の創出

 獣害、荒れていく山林に林道 ・サイクリストの増加により整備の必要性の

 社会教育の機会喪失 向上

 etc…
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 一般的な定義

農山漁村に滞在し農漁業体験を楽しみ、地域の人々との
交流を図る余暇活動。

伊達市農政課で就農希望者向けに本格的な就農体験活動
を展開。

8

農業体験 i n だて

2021
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 H29 第一回福島スタディー&アグリツアー（参加者三名）

 H30 つきだてグリーンツーリズム推進事業におけるモニターツアーの開催

 H31 前年の活動参加者から翌年度に通年でプログラム化を依頼される

 H31/R1 福島県北地方振興局サポート事業

「地域おこし協力小隊」始動
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 農都交流を謳うグリーンツーリズムをもう一歩踏み込んだ形に

 繁忙期のマンパワーの補充×学生向けの地方インターンシップ

 ✖農業のお手伝いさん

 ○新たな地域づくりの担い手
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4/19～20

活動開始。学生農園の
開墾。

地域との顔合わせ。

5/18～19

援農活動開始。

地域の運動会の援助。

6/15～16

学生農園の管理。

養蜂園の援助。

8/12～22

長期援農プログラム。
夏祭りの運営。地域研

究発表。

9/21～22

援農活動+地域の

観光PR（サイクルツー
リズム)

10/19～20

台風被害復旧作業

11/3

農産物東京販売

11/23～24

留学生交流企画
12/8農産物埼玉販売

12



あるはずだった未来（コロナのない世界の場合）

 事業予算拡大によるオンラインでの番組化（映像制作業者委託）

 空き家を利用した活動拠点の整備

（古民家を参加者自らの手で壊して塗って秘密基地づくり）

 オリジナル作物の栽培・販売による地域ブランディング

 大学社会学部ゼミとの地方創成における試験フィールド化

 規格外商品などのネット販売（ホームページ、フリマアプリ等）
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 スポーツ自転車を用いた観光形態。

 車を用いるよりもゆっくりと地域を見るのに向
いている。

 顔が見え、コミュニケーションを取りやすい。

 二次交通の手段がいらない。

 特性上飲食物がよく売れる。

 東北エリアにおける競技人口が拡大中。
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H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

車種別販売台数の推移

ホーム車 シティ車

スポーツ車 マウンテンバイク

電動アシスト車 その他【出典：自転車協会、自転車作業振興協会 自
転車検査登録情報協会】

【出典（財）自転車産業振興協会自転車国内販売動向調査】

・自転車保有台数、とりわけスポーツ自転車の保有台数は増加傾向を保っている
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中部

関東

北海道・東北

一店舗当たりの平均年間販売台数

H28 H29

・平成29年の一店舗当たりの総平均
274.1台

・ブロック別では関東が387.1台で最大。
次いで北海道東北。

【出典：2018 Japan Bicycle Promotion Institute All Right Reserved】

東北エリアでの自転車産業の拡大。関東に次ぐ第二位の販売台数を誇る。
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 H28年12月9日に「自転車活用推進法が成立。（公布はH28 12月16日）

 基本理念の中に、「観光旅客の来訪の促進その他の地域活性化の支援」と記載

１～２条 目的、基本理念
３～４条 国等の責務
５～７条 公共交通関係事業者の責務

8条 基本方針
9～11条 自転車活用推進計画

12～13条 自転車活用推進本部
14条 その他

基本理念、国等の責務等 施策の基本、自転車活用推進本部の設置
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 H31 4/28 お花見ライド（参加者12名）

5/25 モノ作り人ライド（参加者8名）

7/13 あじさいライド（雨天中止）

8/10 お話し会ランバイク体験会（参加者28名）

9/22 スポーツサイクル体験会（参加者30名）

10/20  スポーツフェスタinつきだて2019（雨天中止）

11/10  霊山月舘紅葉ライド（参加者13名）

他、福島県北建設事務所と共同で

月舘の街づくりを検討するワークショップ等を

月例で開催。
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レンタサイクルの実証実験

公式のサイクリングマップ

市内巡回の促進政策

市内二か所 計26台

伊達市ぐるっとパスポート

商工観光課

商工観光課

月舘総合支所
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廃校を宿泊拠点に

ありがちな宿泊施設ではなく、ターゲットを絞ったサイクルリスト向けのドミトリーへ

イメージの元

レッドバロン
バイクステーション

キーワード：賑わいの再生、サイクリングを通じた観光誘客、地域農産物の六次化
旧小手小学校リノベーション改修工事建築設計基本計画書より抜粋

写真は広島県尾道市の「ONOMICHI U2]
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伊達市は福島県北において位置的に
中心となる場所にあり、隣接する自
治体に魅力的な観光地が点在してい
る。

拠点（仮称月舘ベース）として利用
してもらいながら海にも山にも雪遊
びにも対応ができるのは大きな強
み。

すべてを伊達市で済まさなくてもいいのです。



ランニングバイク
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